
東海の紡織技術史(１ )東海の紡織技術史(１ )
手 紡 ぎ と 手 織 り の 技 術手 紡 ぎ と 手 織 り の 技 術

幕 末 の 薩 摩 藩 が 西 洋 の 機 械 紡 績 機 、 動 力 織 機 を 輸 入 す る ま で 、 わ が 国 で は 綿 布 (木 綿 )を

つ く る 技 術 は す べ て 手 作 業 で あ っ た 。 綿 繰 り さ れ た 綿 を 精 綿 す る 道 具 に は 綿 打 弓 が 使 わ れ 、
わ た く わ た う ち ゆ み

綿 打 ち さ れ た 綿 を 束 ね て よ り こ と し 、 よ り こ か ら 糸 に す る 道 具 は 糸 車 で あ っ た 。

織 機 は 、 江 戸 時 代 は 高 機 や 地 機 が 使 わ れ て い た 。 明 治 5年 ( 1 8 7 2 ) 、 京 都 西 陣 の 織 工 佐 倉 常
た か ば た ぢ ば た

七 、 井 上 伊 平 ら は 、 フ ラ ン ス ・ リ ヨ ン に 派 遣 さ れ 、 ジ ャ ガ ー ド 2台 、 バ ッ タ ン 20框 を 帰 国 時 に 持 ち
かまち

帰 っ た 。 バ ッ タ ン と は 、 イ ギ リ ス の ジ ョ ン ・ ケ イ ( J o h n K a y )が 1 7 3 3年 に 発 明 し た 「 飛 杼 (W h e e l e d
と び ひ

S h u t t l e ) 」 の こ と で 、 織 布 作 業 の 能 率 を 二 倍 に し た 技 術 で あ る 。 高 機 に 取 り 付 け て バ ッ タ ン 付

織 機 と し て 広 く 普 及 し た 。 豊 田 佐 吉 は こ の バ ッ タ ン 付 織 機 を 改 良 し 、 筬 打 ち と 飛 杼 を 連 動 さ せ
お さ

た 木 製 人 力 織 機 を 1 8 9 0年 に 発 明 し 、 動 力 織 機 国 産 化 へ の 助 走 路 と っ た 。 こ こ で は 、 日 本 の 綿

織 物 を つ く る 技 術 と ヨ ー ロ ッ パ の 毛 織 物 を つ く る 手 仕 事 の 技 術 を 比 較 し て み て み よ う 。

綿糸・綿織物の技術

糸車による手紡ぎ（作業は高木宏子氏）

日本のバッタン付高機 (蒲郡市博物館蔵)

東海の綿織物・毛織物と産業遺産 Ⅰ 東海の紡織産業史(１)

毛糸・毛織物の技術

手紡ぎ（Quarry Bank Mill）

イギリスのバッタン付織機 （Quarry Bank Mill）


